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2023 年 6 月 
 

『第 11 回 地域の交通環境対策推進者養成研修会 

～世界遺産を持つ地方都市から学ぶ官民共創の持続可能な交通づくり～』のご案内 
 

 地域において交通政策は、持続可能性を左右する重要なものです。特に近年では、だれもが気兼ね

なく移動できる交通体系の整備によって人口減少・少子高齢化を食い止めるとともに、脱炭素化・GX

（グリーントランスフォーメーション）をも推進する政策が求められています。このような、地域の

交通と環境に関わる課題を解決するためには、その地域で対策を主導する人材が不可欠です。 

そこで、EST 普及推進委員会※および公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団は、国土交通省

の地方運輸局や、積極的に交通環境対策を実施している自治体などと協力し、地域の交通と環境に関

わる実務担当者などを対象とした、現場見学、グループワーク、有識者との意見交換などを盛り込ん

だ体験型の人材養成研修会を毎年開催しています。 

今回は、2023 年 9 月 27 日（水）～29 日（金）の 3 日間、「第 13 回 EST 交通環境大賞」で優秀賞を

受賞した、世界遺産石見銀山のある島根県大田市を研修地域として実施します。 

地域の交通環境対策の明日を担う、意欲ある方々の参加をお待ちしております。 
 

※EST 普及推進委員会： EST（Environmentally Sustainable Transport：環境的に持続可能な交通）の普及推進を目指して、
関係省庁、交通事業者及び学識経験者等が委員として参加し、2006 年度から公益財団法人交通エコロジー・モビリテ
ィ財団（エコモ財団）に設置されている委員会 

 

記 

1. 概要 
 

(1) 主催 

EST 普及推進委員会、公益財団法人交通エコロジー･モビリティ財団、国土交通省中国運輸局 

※土木学会認定 CPD プログラム（18.0 単位）、都市計画 CPD プログラム（18.0 単位）予定 
 

(2) 後援 

  大田市（予定） 
 

(3) 研修内容 

・ 事務局が配布した資料で事前学習※1 を行います。 

・ EST に関する有識者による講演や、開催地の EST・交通環境対策の現状について担当者に説明いた

だく講習会を受講します。 

・ 大田市周辺の交通・環境政策に関わる各種取組みを見学します。 

・ 見学した内容をもとに、コーディネータとともに政策課題検討会を行い、最終日に検討結果を全体

討論会で発表し、参加者全員で成果を共有します。 

・ 研修プログラム終了後、事務局がフォローする事後学習※2 に取り組みます。 

※1 事前学習：研修会の前に参考資料（研修地域の地域概況や交通環境対策 等）に目を通す。 

※2 事後学習：研修結果をまとめ、後日感じた疑問点等について事務局を通して有識者に相談し、回答を得る。 
 

(4) 定員 

18 名 
 

(5) 想定する対象者 

  主に地方自治体や交通事業者等、公共交通や環境分野の実務担当者 

  ※実務担当者は係長、補佐級を想定していますが、役職（部課長級）の方も参加可能です。 
 

(6) 参加費 

  資料印刷費として 5 千円（受講に伴い発生した交通費や飲食費等は各自負担）。 

  宿泊が必要になる方は、各自で手配していただきます（宿泊費は各自負担）。 
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(7) 研修地域 

見学会以外：島根県立男女共同参画センター「あすてらす」研修室 3 等 

（島根県大田市大田町大田イ 236-4）https://www.asuterasu-shimane.or.jp/access/ 

見 学 会：大田市内の以下の取組み事例を見学 

石見銀山大森地区グリーンスローモビリティ（GSM）「ぎんざんカート」、大森地

区のまちづくりの歴史と現在の地域一体型まちづくり 等 
 

(8) スケジュール（予定） 
日時 区分 内容 

【9/27(水)】 

10:00-11:10 講習会 

・開会挨拶 

・講習① 筑波大学 システム情報系 教授 谷口 守 

11:15-12:00 ・講習② 大田市 産業振興部 観光振興課 

13:00-16:30 全体見学会 

・参加者全体で大田市石見銀山の交通の取組み（概況）を見学 

－石見銀山大森地区グリーンスローモビリティ「ぎんざんカ

ート」、大森地区のまちづくりの歴史と現在の地域一体型ま

ちづくり、来訪者及び I ターン・U ターン移住者の交通 等

17:45-19:45 情報交換会 ・参加者間や参加者と講師・コーディネータとの情報交換 等 

【9/28(木)】 

10:00-15:00 

グループ別 

見学会 

・政策課題検討会のテーマ別にチーム分け（3 グループ程度） 

・チーム別にテーマに即した内容をコーディネータとともに見学 

① 地方部の地域公共交通の活性化と GX に向けて 

② 地域との対話を通じて地域交通のあり方・施策を考える 

（2 グループ） 

15:00-（17:30） 
政策課題 

検討会① 

・見学内容等をもとに、コーディネータとともに課題解決に向け

て検討 

【9/29(金)】 

9:00-12:00 

政策課題 

検討会② 
・引き続き、コーディネータとともに課題解決に向けて検討 

13:00-15:00 全体討論会 
・各チームから政策課題検討会の検討結果を発表 

・検討結果をさらに検討し、議論を深め、参加者全体で共有 

15:00-15:30 クロージング ・講評、修了証の交付、集合写真撮影 等 

(9) 講師・コーディネータ（予定） 

谷口  守 筑波大学 システム情報系 教授 

加藤 博和 名古屋大学大学院 環境学研究科 教授 

谷口 綾子 筑波大学 システム情報系 教授 

鈴木 春菜 山口大学大学院 創成科学研究科 准教授 

大田市 産業振興部 観光振興課 

世界遺産石見銀山大森地区における GSM を中心とした地域内交通整備事業コンソーシアム 

株式会社石見銀山群言堂グループ・株式会社石見銀山生活観光研究所 
 
 

2. 参加申込み方法 
 

参加を希望される方は、氏名、所属、役職、郵便番号、所在地、連絡先(電話、FAX、E-Mail)、交通

環境分野の業務経歴、業務に従事する中で困っていることや課題に感じていること等（300 字程度）を

次頁に記載のうえ、2023 年 8 月 2 日(水)正午までに E-Mail もしくは FAX で次頁の「参加申込み先」に

お申込みください。 

事務局にて参加申込書記載事項を確認のうえ、参加受付通知を E-Mail で差し上げます。 

応募者多数により定員を超過した場合は、応募者の所属、業務内容等を考慮のうえ、事務局にて参

加者を決めさせていただきます。

９月 15 日(金)まで申し込みを受付いたします！
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■参加申込み先（問合せ先） 

環境的に持続可能な交通（EST）普及推進委員会事務局 

  公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団（担当：中道） 

  電話：03-5844-6268  FAX：03-5844-6294 E-mail：seminar@estfukyu.jp 

 

E-mail ： seminar@estfukyu.jp   ＦＡＸ番号 ： ０３－５８４４－６２９４ 

環境的に持続可能な交通（EST）普及推進委員会事務局 

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団（担当：中道） 宛 
 

『第１１回 地域の交通環境対策推進者養成研修会』 参加申込書 

氏名 （ふりがな）  

 

所属  

 

 

役職  

所在地 〒         － 

 

 

連絡先 電話： 

 

FAX： 

 

E-mail：              @ 

 

交通環境分野の 

業務経歴 

（従事年数、主な業務

内容等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務に従事する中で

困っていることや課題

に感じていること 等 

（300 字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


